
11  はじめに

３年生になった児童は、新しい教科書をもらい

ます。「社会科だ！理科だ！」と、教科書との出会

いを通して、新たな学びに心を踊らせているようす

が見られます。この教科書の中に「地図帳」が含

まれています。地図帳と出会った児童は、すぐさ

まページをめくり、自分が興味関心のある事柄を

調べ始めるでしょう。そのようなとき、私たち教員

はついつい次のような言葉がけをしていませんか。

「地図帳は社会科で使うので、机やファイル
ボックスにしまっておきましょう」

何気ない言葉ですが、このような言葉がけによ

って、児童の地図を活用する力を教師が狭めてし

まう可能性があります。学習指導要領（解説）第

４章２「内容の取扱いについての配慮事項」で次

のような解説がされています。

　第３学年から給与される地図帳は、地図を効果

的に活用することにより、位置や空間的な広がり

に着目して社会的事象を捉える見方・考え方を養

うことができる教材である。地図帳については、

日常の指導の中で、折に触れて、地図の見方や地

図帳の索引の引き方、統計資料の活用の仕方など

を指導し、地図帳を自由自在に活用できる知識や

技能を身に付けるようにすることが大切である。

また、地図帳を日常的に活用し、地図への親しみ

をもち、問題解決のための教材として効果的に活

用する技能や意欲を育てるようにする。（波線部

は筆者）

　確かに、社会科の学習では位置や空間的な広が

りに着目して社会的事象を捉える見方・考え方を

養うために地図帳を活用するとあります。しかし、

社会科「（だけ）で」活用とは書かれていません。

そうではなく、「日常的に」活用とされています。

この「日常的に」とは、社会科を含むすべての教

科等の学習や家庭などにおいての活用を表してい

ます。つまり、さまざまな学習場面で地図帳を効

果的に活用することで、地図を活用する力を育む

ことが大切とされているのです。

　ゆえに、先の言葉がけを正すなら次のような言

葉がけはどうでしょうか。

「地図帳はすべての教科等で使うので、いつで
も使えるよう机の中にしまっておきましょう」

　このような言葉がけにすることで、きっと児童

は、「地図帳ってどの勉強でも使えるんだ。どん

なふうに使えるか楽しみだ」と、地図帳への興味

関心を一層高めるでしょう。

　本稿では、児童が自ら日常的に地図帳を使うよ

うになるための、具体例を紹介していきます。

22  「地図帳さん」となかよくなろう

（１）地図帳さんの自己紹介

社会科等の学習の時間を活用して、地図帳の活

用に関するオリエンテーションの時間を設けます。

課題は、「地図帳さんとなかよくなろう」です。

まず、地図帳本体を児童に提示します。そして、

地図帳さんの自己紹介と題して、地図帳（令和６

年度版『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』）p.７～8「地

図の世界へようこそ」とp.9～10「地図ってなん
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すく表したものなんだね」

教師：�「この地図帳さんを、みなさんはどの教科

で使っていきますか」

児童：�「先生、当たり前すぎない!?」「簡単すぎだ

よ！」

教室に児童のざわめきが広がります。ここで、

○○に当てはまる教科について、ICT機器にある

共有ノート等を活用し、児童が互いの考えをデー

タで共有できるようにします。全員が記入し終わ

ったところで、全員の考えを一通り確認します。

すると、社会科以外の他教科を考える児童がい

るのです。「社会科」と考えていた児童、そして

他教科と考えていた児童の考えにズレが生まれ、

児童は自然と友達に関わりを求め始めます。

Ａ児：�Ｄさん、どうして国語なの？

Ｄ児：�だって、地図帳には知らない場所（地名）

の名前が漢字で書いてあるでしょ。習って

いない漢字もたくさんあるし、その漢字を

覚えれば、国語の勉強にもなるんだよ。

Ｂ児：�Ｈさん、どうして外国語なの？

Ｈ児：�だって、地図帳p.1～3には、世界地図が

だろう」を活用しながら、地図の基本を確認して

いきます。ここでは地図帳の流れに沿って展開し

ていきますが、このときQRコンテンツの動画を

活用してみてはいかがでしょうか。

教師：�教師端末で、地図帳p.9上のQRコードを

読み取り（ 図１  ①）、適宜説明しながら、

三つ目の動画の終わりのところにきたら一

時停止する（ 図１  ②）。

児童：�「この写真では、ごちゃごちゃしていて、

どこに何があるかわからない」

教師：�「どうしたらいいかな」

児童：�「建物の名前や、どこが道路かわかればいい」

教師：�「ここから、どのようにして地図ができて

くるのでしょうか。続きを見てみましょう」

教師：�教師端末で、続きの動画を流す（ 図１  ③）。

動画を視聴したあとで、地図帳p.9～10を開く

よう指示します。そして、p.9の写真とp.10の地

図を実際に比較することで「地図は土地のようす

をわかりやすく表したもの」の「土地のようすを

わかりやすく」とはどういうことか、児童が具体

的に理解できるようにします。

このように、QRコードコンテンツと地図帳を

関連付けて活用することで、児童の理解を確かな

ものにすることができます。

（２）地図帳さんを使う教科はいくつあるのか

　地図の基本について理解した児童は、地図帳さ

んの地図のページ（地図帳p.21〜）に興味関心

を高めていることでしょう。このような姿が見ら

れたところで、次のように展開します。

教師：�「地図帳さんは、土地のようすをわかりや

QRコンテンツ「地図ってなんだろう」図１

「地図帳さんは○○科で使う」

① 開始画面 ② 途中 ③ 終了画面

「Ａ児：社会」　「Ｂ児：社会」　　「Ｃ児：社会」

「Ｄ児：国語」　「Ｅ児：社会」　　「Ｆ児：社会」

「Ｇ児：社会」　「Ｈ児：外国語」　「 I 児：理科」

QRコンテンツは
こちらから
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あって、その下に外国のあいさつがかいて

ある。QRコードもあるよ（ 図２ ）。そのあ

いさつを調べることって、外国語の勉強に

なると思うんだ。

Ｆ児：�Ｉさん、どうして理科なの？

 I 児：�だって、地図帳には、動物や植物の絵（絵

記号）もかかれているんだよ（ 図３ ）。生

き物について勉強するのは理科だと思うか

ら、理科で使えそうと思ったんだ。

＊児童の実態によっては、すべてが「社会科」と

なる場合ももちろんあります。その場合は、教

師が「社会科でしか、地図帳さんは使われない

んだね」と、児童をゆさぶってみることで、上

記のような展開があり得るでしょう。

このような関わりを通して、児童は、「だったら、

○○科では□□なこともできそうじゃないかな」

と、地図帳の活用について自ら可能性を切り拓き

意欲的に活用例を考え始めます。そこで、３年生

で学習する教科等を確認し、教科ごとの活用例を

考える場を設けます。このとき、報告会など、活

用例を異学年や家族といった他者に発信するよう

な場を設けると、児童は見通しをもって学習活動

に取り組むようになります。 表１  は、児童が考

えた活用例です。

33  おわりに

教師と同様に、児童も「地図帳は社会科で
3

使う

もの」と、活用場面をわかった、知った気になっ

ています。しかし、この「わかっている・知って

いる」という思い込みが最高の教材になるのです。

「地図帳はどの教科でも自由に使っていいんだ！」

と、地図帳活用の可能性を自ら見いだした児童は、

「遊びながら」「楽しみながら」地図帳を活用して

いきます。この過程を通してこそ、確かな地図活

用能力が育まれていくのです。児童と地図帳との

出会いを価値あるものにしてみませんか？

QRコンテンツ「世界のあいさつ」図２

地図帳は〇〇で使う　ほたるいか・こきりこの絵記号
令和6年度版『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.57　富山県の部分

（85%縮小、丸の中は120%拡大）

図３

児童が考えた地図帳の活用例表１

教
科
等

活用例を考える 
児童のようす

児童が考えた活用例 
（すべて地図帳活用）

国
語
科

知らない漢字（地名
等）がたくさんある
よ。

漢字を学習するため
の地名クイズ

算
数
科

地図上の 1cm は実際
の○ km と書いてあ
るよ。

距離を計算するため
の問題

音
楽
科

音符マーク♪がある
よ。（ 図３ ）

音楽の舞台になって
い る 場 所 は ど こ で
しょうクイズ

図
画
工
作
科

都道府県はいろいろ
な形をしているよ。

好 き な 都 道 府 県 を
〇〇（紙、粘土、木材）
で作ろう

外
国
語
活
動

「世界の国からこんに
ち は！」 の QR コ ー
ドがあるよ。

このあいさつはどこ
の国でしょうかクイ
ズ

QRコンテンツはこちらから
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